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2012 年 6 月 21 日（木）、中野区商工会館において 
「感染防止の為の清掃・洗浄について」をテーマに 
全体研修を行い 57 名の方々にご参加頂きました。 
 
清掃道具及び手順による感染防止の違いや、清掃の 
重要性等の講義を行いました。細菌が繁殖する箇所や、 
一方向拭き等の清掃方法など即現場で実践可能な具体 
的な説明もありました。 
 
講師：山田 敏氏（ﾃﾞｨﾊﾞ-ｼｰ株式会社ﾍﾙｽｹｱ開発課） 

平成 2４年６月 30 日（土）に、こども教育宝仙大学にて、「中野健康づくりシンポジウム」が開催
されました。当日は１１９名と多くの区民の方が来場されました。田中大輔中野区長から「中野区
の健康づくり政策」についてのご報告や、溝口雅康医師（中野区医師会副会長、東京都医師会生活
習慣病対策委員）による「生活習慣病の予防法」、江田節子教授（こども教育宝仙大学非常勤講師・
関東学院大学教授）による「食育について」の貴重な講演がありました。  
 
また、日頃から健康づくりに取り組んでいる地域の団体や、 
区民の方の実践報告は、健康づくりに取り組まれる皆様の励み 
の場として機能したように見受けられました。 
中野区介護サービス事業所連絡会も、地域との関わりを通じ、 
健康づくりについて前向きに取り組んで参ります。 

 

（シンポジストは前号をご覧下さい。） 
★サービス提供責任者との接点 
訪問看護より、「ヘルパーが医療関係者へ直接的な問い合わせが可能であれば、速やかに対応出来る」と
の提案や、「ヘルパーが事業所（サ責）を通さずに、直接医療関係者へ問い合わせ対応する事は、責任問
題や提供計画との関係上、好ましくないこともある」とのご意見がありました。参加者相互の活発な発
言により、事業所同士の信頼関係構築の重要性について共通認識を持つ事が出来ました。 
★病院の医師とのコンタクト 
医師と連絡が取りづらいとの意見について、MSW から「可能な限り文書による連絡をお願いしたい。
レスポンス不足は指摘も受ける為、注意していきたい。」とご返答がありました。医師からも、「電話対
応は困難な為、FAX やメールを希望する」とのご意見がありました。また認知症ケアにおいて困難な服
薬管理・褥瘡予防について、「ヘルパー利用実態に則して配薬調整をしている。褥瘡予防は難しいが、臨
機応変に。」など貴重なご回答を頂けました。 
★その他意見 
居宅支援から、「日頃から医師会との連携も大切にしている。」、通所介護から、「ケアマネージャーから
の情報のみならず、デイよりご家族へ直接的なヒアリングにて情報収集し、逆にケアマネージャーへ報
告し了承を得るというケースもある。よりスムーズに情報が得られると良い。」などの意見もありました。
さらにカンファレンスのあり方、退院時や服薬についての確認、発熱時の対応など、現実的な課題に対
し活発な意見交換が交わされ、介護現場で大変参考になる議論となりました。 
★ 総 評  
医療介護の連携においては、①顔の見える関係づくり、②情報共有と連携の取り方は日々の成果の積み
重ねが、重要であると結論付けられました。 
好評なアンケート結果からも、今後もこのようなシンポジウムを続けていく意義があると感じました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局：中野区社会福祉協議会 経営管理課内 担当 清水・小山 電話５３８０－０７５１ FAX５３８０－０７５０ 

〒164-0001 中野区中野 5-68-7 スマイルなかの４階 （日・祝･第 3 月休） 

（６・７月開催会議より） 

介護支援専門員部会 
６、７月包括交流会報告。６/４包括運営協議会報告。
７/２０交流会打ち合わせ。 
主任介護支援専門員連絡会 
推薦要綱の変更について 
個人情報について（区主催研修の質問の回答） 
「介護の日啓発事業」相談ブースについて 
７/２０交流会でファシリテーターを担当。 
 
訪問介護部会 
５/1７「わいガヤパートⅡ」交流会開催。 
１３名参加。介護保険法改正に伴い、業務進行上の疑
問や対応方法についてディスカッションを行った。 
 
通所介護部会 
７/12 研修会「口から見つける体の病気～人の体にと
って歯とは何か～」開催。３９名参加。 
アンケート結果集計中。 
 
福祉用具・住宅改修部会 
６/２６研修会開催。「自動採尿器（４月～貸与品目）
の取扱方法等について」１２名参加。 
 
グループホーム部会 
６/２１部会開催。１０月「つどいの会」の検討。 
認知症に関する講演会を開催予定。 
「グループホーム白書」について検討中。 
 

中野区介護保険分野より 
(1)東京オリンピック招致 

東京都より意識向上を促すうちわを配布。 
(2)山形県の舟形徳州苑介護老人保健施設 

カラーパンフレットを配布。 
(3)介護サービス事業所スキルアップ研修 

◆中堅職員（リーダー）研修 
8/２１（火）14 時～16 時 

  場所：区役所７階第 9・１０会議室 
◆一般介護職員研修 

  日時：８/２３（木）14 時～16 時 
  場所：区役所７階第９・１０会議室 
 ◆事業者指導調整担当より集団指導 
  日時：８/１６（木）14 時～４時 
  場所：区役所９階第 11～13 会議室 
 
上鷺宮地域包括支援センターより 
民生児童委員による一人暮らし調査終了後、 
後追い調査を実施。 
１１月ケアマネージャー研修準備中。 
７月認知症サポーター養成講座を開催。 
２次予防事業チェックリストの返送時期は 
事業に関する相談が増加。 
 

 

掲載をご希望の情報等がございましたら、お気軽にお知らせ下さい。今後も紙面の充実を目指します！ 

今年度より、運営委員に加わり早速広報担当として編集に携わりました。この紙面が発
行される頃、私の第２子（男）が誕生します。編集は不慣れで苦戦致しましたが、今後
も充実した紙面作りを目指します。ご期待下さい。（広報担当／友利） 

中野区で、実施している健康づくり
に関する様々な事業がより親しみ
やすいものとなり、また、中野区全
体で健康づくり活動がより一層活
発に行われるための目印です。 

会員継続の手続き及び会費納入の再度のお願い 
平成２４年度の会員の更新手続き及び会費納入につきまして、 
まだお済みでない事業所の方は、先日郵送にてお知らせしました 
案内書をご覧の上、お早めにお手続きください。 
なお、ご不明な点などございましたら事務局までお問い合わせ 
ください。 

「認知症予防脳トレ士」養成セミナーのご案内 
～Ａ１０神経を活性化する脳トレスキルの修得 3 日間講座～ 
◆理論編１０月２１、２８日（日）於：中野サンプラザ、 
◆実習編１１月１１日（日）於：新渡戸文化短大臨床検査教室 
 いずれも１０時～１６時 
[料金]研修費 24,000 円 

（中野区による 24 時間 365 日対応事業所向け研修費用助成対象） 
教材費 3,000 円・資格認定料（希望者）5,000 円 

[主催]ＮＰＯ法人 こころとからだの介護予防協会 
申込、問い合せは直接ＮＰＯ法人 こころとからだの介護予防協会まで 
電話・ファックス・メールで。（先着 50 名） 
E メール： e-box@sf7.so-net.ne.jp       
電話：５４９７－５５７０  FAX：３９８２－８１５０ 


